
(57)【要約】

【課題】乗員がエアバッグ装置に近い状態で存在してい

ても、極めて十分に衝撃吸収することができるエアバッ

グ及びエアバッグ装置を提供する。

【解決手段】エアバッグ１０は、フロントパネル１２ｆ

及びリヤパネル１２ｒを繋いでおり、該エアバッグ１０

が正規形状まで膨張したときに緊張する第１のテザーベ

ルト１４と、該フロントパネル１２ｆ及びリヤパネル１

２ｒを繋いでおり、該第１のテザーベルト１４よりも長

さが短い第２のテザーベルト３８と、該リヤパネル１２

ｒの側縁附近と中央附近とを繋いでいる第３のテザーベ

ルト４０とを有している。エアバッグ１０は、まず、第

２のテザーベルト３８と第３のテザーベルト４０とによ

って乗員へ向う方向及び横方向への膨張を拘束された形

状に膨張する。その後、エアバッグ１０が正規形状に膨

張するときには、該第２のテザーベルト３８及び第３の

テザーベルト４０の双方が拘束を解除し、非正規形状に

膨張するときには、該第３のテザーベルト４０のみが拘

束を解除する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 を 拘 束 す る 拘 束 手 段 を 有 し て お り 、
　 膨 張 時 に は 、 ま ず 該 拘 束 手 段 に よ り 拘 束 さ れ た 形 状 ま で 膨 張 し 、 そ の 後 の 内 圧 上 昇 に よ
り 該 拘 束 手 段 に よ る 拘 束 が 解 除 さ れ 、 さ ら に 大 き く 膨 張 す る エ ア バ ッ グ に お い て 、
　 該 拘 束 手 段 は 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う
方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 を 解 除 せ ず 、 エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 を 解 除 す る よ う 構 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 該 拘 束 手 段 は 、
　 エ ア バ ッ グ の 乗 員 側 及 び 該 乗 員 側 と 反 対 側 を 繋 い で お り 、 該 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 ま で
膨 張 し た と き に 緊 張 す る 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト と 、
　 エ ア バ ッ グ の 該 乗 員 側 及 び 該 反 対 側 を 繋 い で お り 、 該 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト よ り も 長 さ が
短 い 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト と 、
　 エ ア バ ッ グ の 側 部 と 中 央 側 と を 繋 い で い る 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と
を 有 し て お り 、
　 エ ア バ ッ グ が 膨 張 し た と き に は 、 ま ず 、 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト と 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と
が 緊 張 し て 該 エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方 向 及 び 横 方 向 へ の 膨 張 を 拘 束 し 、
　 そ の 後 、 エ ア バ ッ グ の 内 圧 が 上 昇 し 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 該 第
２ の テ ザ ー ベ ル ト 及 び 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト の 双 方 が 拘 束 を 解 除 し 、
　 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト の み が 拘 束 を 解 除
す る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 閉 又 は 小 開 度 と さ
れ 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 開 又 は 大 開 度 と さ れ る 膨 張 形 状 応 動 型 の
ベ ン ト ホ ー ル を 備 え た こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に お い て 、 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 に 関 わ り な く エ ア バ ッ グ 内 外 を 連 通 す る 常 開
型 の ベ ン ト ホ ー ル を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ 又 は ４ に お い て 、 該 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル に 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形
状 に 膨 張 し た と き に 閉 鎖 を 解 除 す る か 又 は 大 開 度 と す る 蓋 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に お い て 、 該 蓋 部 材 に 、 エ ア バ ッ グ 内 外 を 連 通 す る 、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ
ン ト ホ ー ル よ り も 小 開 口 面 積 の 小 ベ ン ト ホ ー ル が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ ア バ
ッ グ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ 又 は ６ に お い て 、 該 蓋 部 材 は 、 エ ア バ ッ グ が 所 定 以 上 に 横 方 向 に 膨 張 し た と き
に 閉 鎖 を 解 除 す る か 又 は 大 開 度 と す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に お い て 、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル は 、 エ ア バ ッ グ の 中 央 側 か ら 横
方 向 に 離 隔 し た 位 置 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 蓋 部 材 は 、 該 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル を 覆 う と 共 に 、 該 ベ ン ト ホ ー ル 近 傍 に
結 合 解 除 可 能 に 結 合 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト は 、 一 端 が 該 蓋 部 材 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 該 エ ア バ ッ グ
の 中 央 側 に 結 合 さ れ て お り 、
　 エ ア バ ッ グ が 膨 張 す る と き に は 、 ま ず 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト が 該 蓋 部 材 と エ ア バ ッ グ の
中 央 側 と の 間 で 緊 張 し て 該 エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 を 拘 束 し 、 そ の 後 、 エ ア バ ッ グ が
所 定 以 上 横 方 向 に 膨 張 し た と き に は 、 該 蓋 部 材 と 前 記 ベ ン ト ホ ー ル 近 傍 と の 結 合 が 解 除 さ
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れ 、 こ れ に よ り 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 が 解 除
さ れ る と 共 に 、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル が 開 放 又 は 大 開 度 と さ れ る こ と を 特 徴
と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に お い て 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 該 蓋 部 材 と ベ ン ト ホ ー
ル 近 傍 と の 結 合 は 解 除 さ れ ず 、 前 記 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と エ ア バ ッ グ の 中 央 側 と の 結 合 が
解 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る エ ア バ ッ グ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ア バ ッ グ と 、 該 エ ア バ ッ グ を 膨 張 さ せ る た
め の イ ン フ レ ー タ と を 備 え て な る エ ア バ ッ グ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 等 の 高 速 移 動 体 に 設 置 さ れ る エ ア バ ッ グ 及 び エ ア バ ッ グ 装 置 に 関 す る も
の で あ る 。 詳 し く は 、 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 を 拘 束 す る テ ザ ー ベ ル ト の 構 成 を 改 良 し た エ
ア バ ッ グ 及 び エ ア バ ッ グ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 乗 員 が ス テ ア リ ン グ や イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 等 に も た れ 掛 る な ど し て 正 規 の 着 座
位 置 よ り も 前 方 に 位 置 し て い る 場 合 （ 以 下 、 こ の よ う な 場 合 を 「 ア ウ ト オ ブ ポ ジ シ ョ ン 状
態 」 と 称 す る こ と が あ る 。 ） に 自 動 車 が 前 方 に 衝 突 し た 場 合 に は 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 の 膨
張 形 状 （ フ ル に 膨 張 し た 形 状 ） に ま で 膨 張 す る よ り も 早 い 段 階 に お い て 、 乗 員 が 膨 張 し つ
つ あ る エ ア バ ッ グ に 突 っ 込 ん で く る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ２ ２ ９ ０ 号 公 報 に は 、 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 を 拘 束 す る テ ザ ー ベ ル
ト が 設 け ら れ て お り 、 膨 張 時 に は 、 ま ず 該 テ ザ ー ベ ル ト に よ り 拘 束 さ れ た 形 状 ま で 膨 張 し
、 そ の 後 の 内 圧 上 昇 に よ り 、 該 テ ザ ー ベ ル ト に よ る 拘 束 が 緩 和 さ れ 、 さ ら に 大 き く 膨 張 し
て 正 規 の 膨 張 形 状 と な る エ ア バ ッ グ が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 に 、 同 号 公 報 の エ ア バ ッ グ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 同 号 公 報 に お い て は 、 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 を 拘 束 す る テ ザ ー ベ ル ト は 、 該 エ ア バ ッ グ
の 乗 員 側 （ フ ロ ン ト 面 ） 及 び 該 乗 員 側 と 反 対 側 （ リ ヤ 部 ） を 繋 い で い る 縦 帯 部 と 、 該 エ ア
バ ッ グ の 左 右 の 側 面 同 士 を 繋 い で い る 横 帯 部 と を 有 し た 十 字 形 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 該 縦 帯 部 は 、 そ の 延 在 方 向 の 途 中 の ２ 地 点 間 が ２ つ 折 り さ れ 、 ヒ ュ ー ズ 縫 い に よ り 縫 い
合 わ さ れ る こ と に よ り 、 長 さ が 短 く な っ て い る 。 こ の ヒ ュ ー ズ 縫 い は 、 エ ア バ ッ グ の 内 圧
が 上 昇 し て 縦 帯 部 の 両 端 に 所 定 以 上 の 張 力 が 作 用 し た と き に 破 断 し 、 該 縦 帯 部 の 長 さ を 増
大 さ せ る よ う 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の ヒ ュ ー ズ 縫 い が 解 除 さ れ た 状 態 に あ っ て は 、 該
縦 帯 部 は 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 の 形 状 に ま で 膨 張 し た と き （ エ ア バ ッ グ が 膨 張 途 中 に お い て
乗 員 を 受 け 止 め る こ と な く フ ル に 膨 張 し た と き ） に 緊 張 す る 長 さ と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 該 縦 帯 部 に は そ の 延 在 方 向 に 沿 っ て ス リ ッ ト が 延 設 さ れ て お り 、 こ の ス リ ッ ト が
左 右 に 広 が る こ と に よ り 、 横 帯 部 の 両 端 部 同 士 の 間 隔 が 増 大 し 、 エ ア バ ッ グ が よ り 大 き く
横 方 向 に 膨 張 す る こ と が 許 容 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た テ ザ ー ベ ル ト を 備 え た 同 号 公 報 の エ ア バ ッ グ に あ っ て は 、 膨 張 途
中 に お い て 、 ヒ ュ ー ズ 縫 い に よ っ て 長 さ が 短 く な っ て い る テ ザ ー ベ ル ト の 縦 帯 部 が 緊 張 す
る こ と に よ り 、 該 エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方 向 へ の 膨 張 が 拘 束 さ れ る 。 そ の た め 、 ア ウ ト
オ ブ ポ ジ シ ョ ン 状 態 に あ る 乗 員 が 早 い 段 階 で こ の 膨 張 途 中 の エ ア バ ッ グ に 突 っ 込 ん で き た

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-297715 A 2005.10.27



場 合 で も 、 エ ア バ ッ グ が 乗 員 を 車 両 後 方 へ 押 圧 す る 力 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 乗 員 が 正 規 の 着 座 位 置 に あ る 場 合 （ 以 下 、 こ の よ う な 場 合 を 「 イ ン ポ ジ シ ョ ン 状
態 」 と 称 す る こ と が あ る 。 ） に は 、 エ ア バ ッ グ と 乗 員 と の 間 に は 十 分 な ス ペ ー ス が 空 い て
い る 。 そ の た め 、 こ の エ ア バ ッ グ は 、 ヒ ュ ー ズ 縫 い に よ っ て 長 さ が 短 く な っ て い る 縦 帯 部
に よ り 拘 束 さ れ た 形 状 ま で 膨 張 し た 後 、 該 エ ア バ ッ グ の 内 圧 上 昇 に よ っ て 該 ヒ ュ ー ズ 縫 い
が 破 断 す る こ と に よ り 、 該 縦 帯 部 に よ る 拘 束 が 緩 和 さ れ 、 乗 員 側 へ さ ら に 大 き く 膨 張 し て
正 規 の 膨 張 形 状 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ２ ２ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ４ ２ ２ ９ ０ 号 公 報 の エ ア バ ッ グ に お い て は 、 テ ザ ー ベ ル ト の 縦 帯
部 の 延 在 方 向 に 沿 っ て 延 設 さ れ た ス リ ッ ト が 左 右 に 広 が る こ と に よ り 、 該 テ ザ ー ベ ル ト の
横 帯 部 に よ る エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 が 緩 和 さ れ て エ ア バ ッ グ が よ り 大 き く 横
方 向 に 膨 張 す る よ う に な る 。 な お 、 こ の よ う に ス リ ッ ト が 左 右 に 広 が る た め に は 、 エ ア バ
ッ グ の フ ロ ン ト 面 を 乗 員 が リ ヤ 側 へ 後 退 さ せ て 該 縦 帯 部 の 両 端 部 同 士 の 間 隔 を 小 さ く す る
必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し な が ら 、 膨 張 途 中 の エ ア バ ッ グ に 乗 員 が 突 っ 込 ん で き た 場 合 に は 、 エ ア バ ッ グ が
偏 平 し て 見 か け 上 容 積 が 減 じ ら れ た 状 態 に な っ て い る こ と に 加 え 、 エ ア バ ッ グ が 乗 員 を 受
け 止 め た 後 も 、 エ ア バ ッ グ 内 に は 、 該 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 ま で フ ル に 膨 張 す る の に 必 要
な 量 の ガ ス が 供 給 さ れ る た め 、 エ ア バ ッ グ の 内 圧 は 比 較 的 高 い も の と な る 。 こ の 結 果 、 乗
員 が エ ア バ ッ グ の フ ロ ン ト 面 を リ ヤ 側 へ 後 退 さ せ る の が 困 難 に な り 、 エ ア バ ッ グ が 十 分 に
横 方 向 へ 膨 張 せ ず 、 乗 員 に 加 え ら れ る 衝 撃 が 十 分 に 吸 収 さ れ な い 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 乗 員 が エ ア バ ッ グ 装 置 に 近 い 状 態 で 存 在 し て い て も 極 め て 十 分 に 乗 員 を 保 護
す る こ と が で き る エ ア バ ッ グ 及 び エ ア バ ッ グ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ） の エ ア バ ッ グ は 、 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 を 拘 束 す る 拘 束 手 段 を 有 し
て お り 、 膨 張 時 に は 、 ま ず 該 拘 束 手 段 に よ り 拘 束 さ れ た 形 状 ま で 膨 張 し 、 そ の 後 の 内 圧 上
昇 に よ り 該 拘 束 手 段 に よ る 拘 束 が 解 除 さ れ 、 さ ら に 大 き く 膨 張 す る エ ア バ ッ グ に お い て 、
該 拘 束 手 段 は 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方
向 へ の 膨 張 の 拘 束 を 解 除 せ ず 、 エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 を 解 除 す る よ う 構 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 １ に お い て 、 該 拘 束 手 段 は 、 エ ア バ ッ グ の 乗 員 側 及 び
該 乗 員 側 と 反 対 側 を 繋 い で お り 、 該 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 ま で 膨 張 し た と き に 緊 張 す る 第
１ の テ ザ ー ベ ル ト と 、 エ ア バ ッ グ の 該 乗 員 側 及 び 該 反 対 側 を 繋 い で お り 、 該 第 １ の テ ザ ー
ベ ル ト よ り も 長 さ が 短 い 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト と 、 エ ア バ ッ グ の 側 部 と 中 央 側 と を 繋 い で い
る 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と を 有 し て お り 、 エ ア バ ッ グ が 膨 張 し た と き に は 、 ま ず 、 該 第 ２ の
テ ザ ー ベ ル ト と 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と が 緊 張 し て 該 エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方 向 及 び 横 方
向 へ の 膨 張 を 拘 束 し 、 そ の 後 、 エ ア バ ッ グ の 内 圧 が 上 昇 し 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張
す る と き に は 、 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト 及 び 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト の 双 方 が 拘 束 を 解 除 し 、 エ
ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト の み が 拘 束 を 解 除 す る
よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る
と き に は 閉 又 は 小 開 度 と さ れ 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 開 又 は 大 開 度
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と さ れ る 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 ３ に お い て 、 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 に 関 わ り な く エ ア
バ ッ グ 内 外 を 連 通 す る 常 開 型 の ベ ン ト ホ ー ル を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 ３ 又 は ４ に お い て 、 該 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル
に 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き に 閉 鎖 を 解 除 す る か 又 は 大 開 度 と す る 蓋 部 材
が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ６ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 ５ に お い て 、 該 蓋 部 材 に 、 エ ア バ ッ グ 内 外 を 連 通 す る
、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル よ り も 小 開 口 面 積 の 小 ベ ン ト ホ ー ル が 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ７ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に お い て 、 該 蓋 部 材 は 、 エ ア バ ッ グ が 所 定 以
上 に 横 方 向 に 膨 張 し た と き に 閉 鎖 を 解 除 す る か 又 は 大 開 度 と す る も の で あ る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ８ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 ７ に お い て 、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル は 、
エ ア バ ッ グ の 中 央 側 か ら 横 方 向 に 離 隔 し た 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 前 記 蓋 部 材 は 、 該 膨 張
形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル を 覆 う と 共 に 、 該 ベ ン ト ホ ー ル 近 傍 に 結 合 解 除 可 能 に 結 合 さ れ
て お り 、 前 記 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト は 、 一 端 が 該 蓋 部 材 に 連 結 さ れ る と 共 に 、 他 端 が 該 エ ア
バ ッ グ の 中 央 側 に 結 合 さ れ て お り 、 エ ア バ ッ グ が 膨 張 す る と き に は 、 ま ず 該 第 ３ の テ ザ ー
ベ ル ト が 該 蓋 部 材 と エ ア バ ッ グ の 中 央 側 と の 間 で 緊 張 し て 該 エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張
を 拘 束 し 、 そ の 後 、 エ ア バ ッ グ が 所 定 以 上 横 方 向 に 膨 張 し た と き に は 、 該 蓋 部 材 と 前 記 ベ
ン ト ホ ー ル 近 傍 と の 結 合 が 解 除 さ れ 、 こ れ に よ り 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ
グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 が 解 除 さ れ る と 共 に 、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル が 開
放 又 は 大 開 度 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ９ の エ ア バ ッ グ は 、 請 求 項 ８ に お い て 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に
は 該 蓋 部 材 と ベ ン ト ホ ー ル 近 傍 と の 結 合 は 解 除 さ れ ず 、 前 記 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と エ ア バ
ッ グ の 中 央 側 と の 結 合 が 解 除 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 （ 請 求 項 １ ０ ） の エ ア バ ッ グ 装 置 は 、 か か る 本 発 明 の エ ア バ ッ グ と 、 こ れ を 膨 張
さ せ る た め の イ ン フ レ ー タ と を 備 え て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と は 、 エ ア バ ッ グ が 膨 張 途 中
に お い て 乗 員 を 受 け 止 め る こ と な く フ ル に 膨 張 す る こ と を い い 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状
に 膨 張 す る と は 、 エ ア バ ッ グ が フ ル に 膨 張 す る 前 に （ 膨 張 途 中 に お い て ） 乗 員 を 受 け 止 め
た 状 態 で 膨 張 す る こ と を い う 。 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 横 方 向 と は 、 エ ア バ ッ グ の 乗 員 側
及 び 該 乗 員 側 と 反 対 側 を 結 ぶ 方 向 と 交 叉 す る 方 向 （ 例 え ば 、 乗 員 か ら 見 て 上 、 下 、 左 又 は
右 方 向 ） を い う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の エ ア バ ッ グ 及 び エ ア バ ッ グ 装 置 に あ っ て は 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 の 膨 張 形 状 に ま
で 膨 張 す る 前 に 、 一 旦 、 該 エ ア バ ッ グ の 膨 張 が 拘 束 手 段 に よ り 拘 束 さ れ る 。 そ の た め 、 該
エ ア バ ッ グ に 近 接 し た ア ウ ト オ ブ ポ ジ シ ョ ン 状 態 に あ る 乗 員 が 早 期 の 段 階 で こ の 膨 張 途 中
の エ ア バ ッ グ に 突 っ 込 ん で き た 場 合 で も 、 該 エ ア バ ッ グ が 乗 員 を 後 方 へ 押 圧 す る 力 が 軽 減
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ま た 、 こ の よ う に エ ア バ ッ グ が 膨 張 途 中 に 乗 員 を 受 け 止 め た 状 態 で 膨 張 す る 非 正 規 形 状
膨 張 時 に は 、 該 拘 束 手 段 は 、 エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方 向 へ の 膨 張 を 拘 束 し た ま ま 該 エ ア
バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 を 解 除 す る 。 こ れ に よ り 、 エ ア バ ッ グ は 、 乗 員 を 押 し 退 け
る よ う に 該 乗 員 側 へ 膨 張 す る こ と な く 、 速 や か に 横 方 向 へ 大 き く 膨 張 す る よ う に な り 、 乗
員 に 加 え ら れ る 衝 撃 を 十 分 に 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ の 態 様 に あ っ て は 、 エ ア バ ッ グ は 、 ま ず 、 該 エ ア バ ッ グ の 乗 員 側 及 び 該 乗 員 側
と 反 対 側 を 繋 い で い る 短 い 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト と 、 エ ア バ ッ グ の 側 部 及 び 中 央 側 を 繋 い で
い る 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と に よ り 、 乗 員 へ 向 う 方 向 及 び 横 方 向 へ の 膨 張 が 拘 束 さ れ た 形 状
ま で 膨 張 す る 。 乗 員 が 早 期 の 段 階 で こ の 膨 張 途 中 の エ ア バ ッ グ に 突 っ 込 ん で き て エ ア バ ッ
グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る 場 合 に は 、 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向
う 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 は 解 除 さ れ ず 、 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の
膨 張 の 拘 束 は 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 エ ア バ ッ グ は 、 乗 員 を 押 し 退 け る よ う に 該 乗 員 側
へ 膨 張 す る こ と な く 、 速 や か に 横 方 向 へ 大 き く 膨 張 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 エ ア バ ッ グ が 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト と 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト と に よ っ て 拘 束 さ れ た 形
状 に 膨 張 し た 後 、 こ の 膨 張 途 中 の エ ア バ ッ グ が 乗 員 を 受 け 止 め る こ と な く 正 規 形 状 に 膨 張
す る 場 合 に は 、 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 と
、 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 と の 双 方 が 解 除 さ れ 、 エ
ア バ ッ グ が フ ル に 膨 張 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 請 求 項 ２ の 構 成 に よ る と 、 テ ザ ー ベ ル ト を 用 い た 簡 易 な 構 成 に よ り 、 エ ア
バ ッ グ の 乗 員 へ 向 う 方 向 及 び 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 及 び 拘 束 の 解 除 を そ れ ぞ れ 制 御 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 態 様 に あ っ て は 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た 場 合 、 膨 張 形 状 応 動 型
ベ ン ト ホ ー ル が 開 又 は 大 開 度 と さ れ 、 ベ ン ト ホ ー ル を 介 し た エ ア バ ッ グ 内 か ら の ガ ス 流 出
量 が 増 大 す る 。 こ の 結 果 、 エ ア バ ッ グ に 近 接 し た 乗 員 に 対 し て も 衝 撃 を 極 め て 十 分 に 吸 収
す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 エ ア バ ッ グ が 乗 員 を 車 両 後 方 に 押 圧 す る 力 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 エ ア バ ッ グ の 膨 張 形 状 に 関 わ り な く エ ア バ ッ グ 内 外 を 連 通 す る 常 開 型 の ベ ン ト ホ ー ル を
さ ら に 備 え た 請 求 項 ４ の 態 様 に あ っ て は 、 正 規 形 状 膨 張 時 に は 専 ら も し く は 主 と し て 常 開
型 ベ ン ト ホ ー ル か ら ガ ス が 流 出 す る 。 非 正 規 形 状 膨 張 時 に は 、 常 開 型 ベ ン ト ホ ー ル 及 び 膨
張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル の 双 方 か ら 、 ガ ス が 速 や か に 流 出 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 ５ の 態 様 で は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル に 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨
張 し た と き に 閉 鎖 を 解 除 す る か 又 は 大 開 度 と す る 蓋 部 材 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 蓋 部 材 の
開 放 動 作 に よ り 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル か ら の ガ ス 流 出 量 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ６ の 態 様 で は 、 こ の 蓋 部 材 に 、 エ ア バ ッ グ 内 外 を 連 通 す る 、 前 記 膨 張 形 状 応 動 型
の ベ ン ト ホ ー ル よ り も 小 開 口 面 積 の 小 ベ ン ト ホ ー ル が 設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 エ ア バ
ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 該 小 ベ ン ト ホ ー ル を 介 し て エ ア バ ッ グ 内 の ガ ス が 流
出 す る 。 非 正 規 形 状 膨 張 時 に は 、 蓋 部 材 が 閉 鎖 解 除 又 は 大 開 度 と し た 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン
ト ホ ー ル を 介 し て ガ ス が 速 や か に 流 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 ７ の 態 様 に お い て は 、 こ の 蓋 部 材 は 、 エ ア バ ッ グ が 所 定 以 上 に 横 方 向 に 膨 張 し た
と き に 閉 鎖 を 解 除 す る か 又 は 大 開 度 と す る も の で あ る 。 な お 、 横 方 向 と は 、 エ ア バ ッ グ の
基 端 側 と 乗 員 と を 結 ぶ 方 向 と 交 叉 す る 方 向 （ 例 え ば 、 乗 員 か ら 見 て 上 、 下 、 左 又 は 右 方 向
） で あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る 場 合 に 膨
張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル が 開 放 又 は 大 開 度 と な る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ８ の 態 様 に あ っ て は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル を エ ア バ ッ グ の 中 央 側 か ら
横 方 向 に 離 隔 し た 位 置 （ エ ア バ ッ グ の 側 部 ） に 配 置 し 、 こ の ベ ン ト ホ ー ル を 覆 う 蓋 部 材 に
、 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト の エ ア バ ッ グ 側 部 側 の 端 部 を 連 結 し て い る の で 、 エ ア バ ッ グ が 所 定
以 上 横 方 向 に 膨 張 し た と き に は 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ っ て 蓋 部 材 が エ ア バ ッ グ 中 央
側 に 引 張 ら れ 、 該 蓋 部 材 と ベ ン ト ホ ー ル 近 傍 と の 結 合 が 解 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 エ ア バ
ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 横 方 向
へ の 膨 張 の 拘 束 が 解 除 さ れ る の と 連 動 し て ベ ン ト ホ ー ル が 開 放 又 は 大 開 度 と さ れ る よ う に
な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ９ の 態 様 に よ る と 、 エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 、 第 ３ の テ ザ ー ベ
ル ト と エ ア バ ッ グ 中 央 側 と の 結 合 が 解 除 さ れ 、 蓋 部 材 と ベ ン ト ホ ー ル 近 傍 と の 結 合 は 解 除
さ れ な い の で 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト に よ る エ ア バ ッ グ の 横 方 向 へ の 膨 張 の 拘 束 は 解 除 さ
れ る が 、 膨 張 形 状 応 動 型 の ベ ン ト ホ ー ル は 閉 又 は 小 開 度 の ま ま と な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ［ 第 １ の 形 態 の 構 成 ］
　 第 １ 図 は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る エ ア バ ッ グ の リ ヤ パ ネ ル 側 の 平 面 図 、 第 ２ 図 は 第 １
図 の II－ II線 に 沿 う 断 面 斜 視 図 、 第 ３ 図 は こ の エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る 途 中 （ 第
１ 段 階 ） の 状 態 を 示 す 第 １ 図 の III－ III線 に 沿 う 断 面 図 、 第 ４ 図 は エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状
に 膨 張 す る 途 中 （ 第 ２ 段 階 ） の 状 態 を 示 す 第 ３ 図 と 同 様 部 分 の 断 面 図 、 第 ５ 図 は エ ア バ ッ
グ が 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き の 全 体 断 面 図 、 第 ６ 図 は エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る
と き の 部 分 断 面 図 、 第 ７ 図 は エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き の 全 体 断 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 自 動 車 の 運 転 席 用 エ ア バ ッ グ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 略 円 形 の 布 製 の フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ と リ ヤ パ ネ ル １
２ ｒ と の 周 縁 部 同 士 を 糸 １ ２ ｓ で 縫 着 し て な る バ ッ グ 本 体 １ ２ と 、 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２
ｆ の 中 央 附 近 と リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 と を 繋 い で お り 、 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ が 正 規
形 状 に 膨 張 し た と き に 緊 張 す る 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ と 、 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ の 中
央 附 近 と リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 と を 繋 い で お り 、 該 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ よ り も
長 さ が 短 い 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 側 縁 付 近 と 中 央 側 と を 繋 い
で い る 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ に 、 エ ア バ ッ グ １ ０ の 膨 張 形 状 に 関 わ
ら ず 常 時 エ ア バ ッ グ １ ０ の 内 外 を 連 通 す る 常 開 型 ベ ン ト ホ ー ル （ 以 下 、 「 第 １ の ベ ン ト ホ
ー ル 」 と 称 す る こ と が あ る 。 ） １ ６ と 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 閉
状 態 と さ れ 、 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 開 状 態 と さ れ て 該 エ ア バ ッ グ １ ０ の 内 外 を 連
通 す る 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル （ 以 下 、 「 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル 」 と 称 す る こ と が あ る
。 ） １ ８ と 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 該 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー
ル １ ８ を 閉 鎖 し 、 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き に は 該 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ を 開
放 す る 蓋 部 材 ２ ０ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ 図 に 示 す よ う に 、 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ と リ ヤ パ ネ ル １ ２
ｒ と の 中 央 附 近 の 上 部 同 士 及 び 下 部 同 士 （ 上 下 方 向 は 第 １ 図 に お け る 上 下 方 向 。 以 下 、 同
様 。 ） を そ れ ぞ れ 繋 ぐ よ う に 上 下 １ 対 （ 計 ２ 本 ） の 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ ， １ ４ が 設 け
ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ の 中 央 附 近 に は 補 強 布 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 符 号 ２ ２ ｓ は
、 こ の 補 強 布 ２ ２ の 周 縁 部 を 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ に 縫 着 し た 糸 を 示 し て い る 。 こ の 補
強 布 ２ ２ の 上 縁 部 と 下 縁 部 か ら は 、 そ れ ぞ れ 、 テ ザ ー ベ ル ト 接 続 用 の 耳 状 片 ２ ４ が 突 設 さ
れ て お り 、 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ の 先 端 側 が こ の 耳 状 片 ２ ４ に 対 し 糸 ２ ６ に よ り 縫 着 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 に は イ ン フ レ ー タ 係 合 用 開 口 ２ ８ が 設 け ら れ 、 該 開 口 ２ ８
の 周 縁 に 環 状 の 補 強 布 ３ ０ が 糸 ３ ０ ｓ に よ り 縫 着 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 開 口 ２ ８ の 周 囲
に は 、 補 強 布 ３ ０ 及 び リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 双 方 を 貫 通 す る よ う に 挿 通 孔 ３ ２ が 設 け ら れ て
い る 。 こ の 挿 通 孔 ３ ２ は 開 口 ２ ８ の 周 囲 に 等 間 隔 で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 各 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ の 基 端 側 は 、 該 補 強 布 ３ ０ の 上 縁 部 又 は 下 縁 部 と 一 続 き と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ は 、 第 １ 図 に 示 す よ う に 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 上 部 の 左 半 側
と 右 半 側 と に １ 個 ず つ 、 計 ２ 個 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ は 、 該 リ
ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 上 縁 側 の 左 右 方 向 中 間 附 近 （ 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ ， １ ６ 同 士 の 間 ）
と 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 下 縁 側 の 左 右 方 向 中 間 附 近 と に １ 個 ず つ 、 計 ２ 個 設 け ら れ て い
る 。 各 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ に そ れ ぞ れ 蓋 部 材 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 各 蓋 部 材 ２ ０ は 、 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ を 覆 う よ う に リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ に 当 て が わ れ
、 糸 ３ ４ に よ り 該 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 に 縫 着 さ れ て い る 。 こ の 糸 ３ ４ に よ る
蓋 部 材 ２ ０ の 縫 着 は 、 該 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 の 全 周 に わ た っ て 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ の 先 端 部 （ リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 側 縁 側 の
端 部 ） が こ の 蓋 部 材 ２ ０ と 一 続 き と な っ て い る 。 即 ち 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ の 先 端
は 、 こ の 蓋 部 材 ２ ０ を 介 し て リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 側 縁 （ こ の 実 施 の 形 態 で は 上 縁 又 は 下 縁
） 付 近 に 結 合 さ れ て い る 。 な お 、 第 ２ 図 及 び 第 ３ 図 に 示 す よ う に 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト
４ ０ の 先 端 部 は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 側 縁 側 （ リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 側 か ら 離 隔 す る 側
） に 位 置 す る 蓋 部 材 ２ ０ の 側 辺 に 連 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ の 基 端 部 （ リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の
中 央 側 の 端 部 ） は 、 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ の 基 端 部 （ リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ 側 の 端 部 ） と 一
続 き と な っ て い る 。 こ れ ら 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ と 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と の 境 界 部
が 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ の 基 端 部 の 近 傍 に 位 置 す る よ う に 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附
近 に 糸 ３ ６ に よ っ て 縫 着 さ れ 、 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ の 先 端 部 （ フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ
側 の 端 部 ） が 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ の 先 端 部 と 共 に 糸 ２ ６ に よ り 補 強 布 ２ ２ の 耳 状 片 ２
４ に 縫 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ピ ン と 張 っ た 状 態 の 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ の 長 さ は 、 ピ ン と 張 っ た 状 態 の 第 １ の テ
ザ ー ベ ル ト １ ４ の 長 さ よ り も 小 さ い も の と な っ て い る 。 こ の た め 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 膨 張
し た 場 合 に は 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ が リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ か ら 離 隔 し つ つ 乗 員 側 へ 膨 ら み
出 す の に 伴 い 、 ま ず こ の 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ が 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ に 先 立 っ て 該
フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ と リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ と の 間 で ピ ン と 張 っ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 ピ ン と 張 っ た 状 態 の 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ の 長 さ は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ を 平 ら
に 広 げ た 状 態 に お け る 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 （ 糸 ３ ６ の 縫 い 付 け 箇 所 ） か ら 第 ２
の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 ま で の 距 離 よ り も 小 さ い も の と な っ て い る 。 こ の た め 、 エ ア
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バ ッ グ １ ０ が 膨 張 し た 場 合 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ は 、 そ の 中 央 附 近 と 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １
８ の 周 縁 部 と の 間 の 部 分 に お け る 側 方 （ 放 射 方 向 ） へ の 展 開 が こ の 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４
０ に よ っ て 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 糸 ３ ６ に よ る 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ と 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と の 境 界 部 （ 基 端 部 同
士 ） の リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ へ の 結 合 は 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 正 規 形 状 に 膨 張 し よ う と し た 場 合
（ エ ア バ ッ グ １ ０ の 膨 張 に 伴 っ て フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ が リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ か ら 離 反 し つ
つ 乗 員 側 へ 膨 ら み 出 し 、 両 者 の 間 で 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ が 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ に
先 立 っ て ピ ン と 張 っ た 状 態 と な っ て い る と き に 、 引 き 続 き 、 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ が リ
ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ か ら 離 反 し つ つ 乗 員 側 へ 膨 ら み 出 そ う と し た 場 合 ） に お い て 、 該 第 ２ の テ
ザ ー ベ ル ト ３ ８ に 生 じ る 張 力 が 所 定 値 に 達 し た と き に 破 断 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 糸 ２ ６ に よ る 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ 及 び 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ の 先 端 部 同 士
の 耳 状 片 ２ ４ へ の 結 合 は 、 こ の 糸 ３ ６ に よ る 結 合 よ り も 強 固 な も の と な っ て お り 、 第 ２ の
テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ に 生 じ る 張 力 が 該 所 定 値 を 超 え て も 破 断 し な い よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 糸 ３ ４ に よ る 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 に 対 す る 蓋 部 材 ２ ０ の 結 合 は 、 糸 ３ ６ に
よ る 結 合 よ り も 脆 弱 な も の と な っ て お り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 正 規 の 形 状 よ り も 側 方 へ 大 き
く 広 が っ た 形 状 （ 非 正 規 形 状 ） に 膨 張 し よ う と し た 場 合 （ 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ に よ っ
て リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 側 方 へ の 展 開 が 規 制 さ れ た 状 態 か ら 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ を さ ら に
側 方 へ 大 き く 展 開 さ せ る よ う に エ ア バ ッ グ １ ０ が 主 と し て 側 方 に 向 っ て 膨 張 し よ う と し た
場 合 ） に お い て 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 側 方 へ の 展 開 を 規 制 し て い る 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４
０ に 生 じ る 張 力 が 所 定 値 に 達 し た と き に は 、 こ の 糸 ３ ４ に よ る 結 合 が 糸 ３ ６ に よ る 結 合 に
優 先 し て 破 断 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 該 糸 ３ ４ に よ る 結 合 が 破 断 す る こ と に よ
り 蓋 部 材 ２ ０ が 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 か ら 剥 離 し 、 該 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８
が 開 放 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 こ れ ら の 糸 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ は 、 い ず れ も 同 一 の 材 質 よ り な り 、
太 さ や 破 断 強 度 等 の 規 格 が 同 一 の 糸 で あ る が 、 例 え ば 、 蓋 部 材 ２ ０ を 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル
１ ８ の 周 縁 部 に 縫 着 す る 糸 ３ ４ の 縫 目 を １ 列 の み 形 成 し 、 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ と 第 ２
の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と の 境 界 部 （ 基 端 部 同 士 ） を リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ に 縫 着 す る 糸 ３ ６ の 縫
目 を ２ 列 形 成 し 、 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ の 先 端 部 を 耳 状 片 ２ ４ に 縫 着 す る 糸 ２ ６ の 縫 目
を ３ 列 形 成 す る こ と に よ り 、 各 々 の 結 合 強 度 を 異 な ら せ て い る 。 な お 、 こ の 場 合 、 各 糸 ２
６ ， ３ ４ ， ３ ６ の 縫 目 の 本 数 は 、 （ 糸 ２ ６ の 縫 目 の 本 数 ） ＞ （ 糸 ３ ６ の 縫 目 の 本 数 ） ＞ （
糸 ３ ４ の 縫 目 の 本 数 ） で あ れ ば よ く 、 上 記 の 本 数 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 自 動 車 の 運 転 席 用 エ ア バ ッ グ 装 置 に 装 備 さ れ る 。 こ の エ ア バ ッ
グ 装 置 は 、 該 エ ア バ ッ グ １ ０ を 保 持 す る リ テ ー ナ １ と 、 該 リ テ ー ナ １ に エ ア バ ッ グ １ ０ を
固 定 す る 押 え リ ン グ ２ と 、 該 エ ア バ ッ グ １ ０ に 膨 張 用 の ガ ス を 供 給 す る た め の イ ン フ レ ー
タ ４ 等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 押 え リ ン グ ２ に ス タ ッ ド ボ ル ト ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 リ テ ー ナ １ に は 、 イ ン フ レ ー タ 取 付 口 １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の イ ン フ レ ー タ
取 付 口 １ ａ の 周 縁 部 分 に 前 記 ス タ ッ ド ボ ル ト ２ ａ が 挿 通 さ れ る ボ ル ト 孔 １ ｂ が 穿 設 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 イ ン フ レ ー タ ４ に は 、 イ ン フ レ ー タ 取 付 口 １ ａ の 周 縁 部 に 重 な る フ ラ ン ジ ４ ａ が 設 け ら
れ 、 該 フ ラ ン ジ ４ ａ に は 、 ス タ ッ ド ボ ル ト ２ ａ が 挿 通 さ れ る ボ ル ト 孔 ４ ｂ が 設 け ら れ て い
る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 イ ン フ レ ー タ 係 合 用 開 口 ２ ８ が リ テ ー ナ １ の イ ン フ レ ー タ 取 付 口 １
ａ と 同 心 状 と な る よ う に リ テ ー ナ １ 上 に 配 置 さ れ 、 更 に そ の 上 側 か ら 押 え リ ン グ ２ が 重 ね
合 わ さ れ る 。 こ の 際 、 ス タ ッ ド ボ ル ト ２ ａ を エ ア バ ッ グ １ ０ の 挿 通 孔 ３ ２ 、 リ テ ー ナ １ の
ボ ル ト 孔 １ ｂ 及 び フ ラ ン ジ ４ ａ の ボ ル ト 孔 ４ ｂ に 挿 通 す る 。 そ の 後 、 こ の ス タ ッ ド ボ ル ト
２ ａ に ナ ッ ト ２ ｂ を 締 め 込 ん で 押 え リ ン グ ２ を リ テ ー ナ １ に 固 定 し 、 該 押 え リ ン グ ２ と リ
テ ー ナ １ と の 間 に エ ア バ ッ グ １ ０ の 開 口 ２ ８ の 縁 部 を 挟 持 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に エ ア バ ッ グ １ ０ 及 び イ ン フ レ ー タ ４ を リ テ ー ナ １ に 取 り 付 け た 後 、 エ ア バ ッ
グ １ ０ を 折 り 畳 み 、 モ ジ ュ ー ル カ バ ー （ 図 示 略 ） を 被 せ 、 該 モ ジ ュ ー ル カ バ ー を リ テ ー ナ
１ に 固 定 す る こ と に よ り エ ア バ ッ グ 装 置 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の エ ア バ ッ グ 装 置 は 、 自 動 車 の ス テ ア リ ン グ ホ イ ー ル （ 第 ５ 図 及 び 第 ７ 図 に お い て は
リ ム 部 Ｒ の み 図 示 。 ） に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 次 に 、 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ を 備 え た エ ア バ ッ グ 装 置 の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 自 動 車 の 前 方 衝 突 が 検 知 さ れ る と 、 イ ン フ レ ー タ ４ が ガ ス 噴 出 作 動 す る 。 こ の イ ン フ レ
ー タ ４ か ら の ガ ス に よ り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 膨 張 を 開 始 し 、 前 記 モ ジ ュ ー ル カ バ ー を 押 し
開 け つ つ 乗 員 の 前 方 に 膨 ら み 出 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ［ イ ン ポ ジ シ ョ ン 時 の 作 動 ］
　 第 ５ 図 に 示 す よ う に 、 車 両 衝 突 時 に 乗 員 が 座 席 に 対 し て 正 規 の 着 座 位 置 （ 姿 勢 ） と な る
よ う に 着 座 し て い る 場 合 （ 以 下 、 こ の よ う な 場 合 を 「 イ ン ポ ジ シ ョ ン 時 」 と 称 す る こ と が
あ る 。 ） に は 、 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ の 乗 員 対 向 面 （ フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ ） と 乗 員 と の 間
に は 十 分 な ス ペ ー ス が 空 い て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の 場 合 、 エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 そ の 膨 張 初 期 の 段 階 に お い て 、 ま ず 、 第 ３ 図 に 示 す よ う
に 、 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ よ り も 短 い 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ が 該 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト
１ ４ に 先 立 っ て 該 エ ア バ ッ グ １ ０ の フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ と リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ と の 間 で ピ
ン と 張 っ た 状 態 と な る ま で 膨 張 す る 。 こ の 第 ３ 図 の 状 態 に あ っ て は 、 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １
２ ｆ は 、 こ の 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ に よ っ て 引 き 留 め ら れ て 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 正 規 形
状 に ま で 膨 張 し た 状 態 の と き よ り も 手 前 （ リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ 側 ） に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 第 ３ 図 に あ っ て は 、 そ の 中 央 附 近 と 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 と の 間 で 第 ３ の テ
ザ ー ベ ル ト ４ ０ が ピ ン と 張 っ た 状 態 と な る ま で 側 方 へ 展 開 し た 状 態 と な っ て い る 。 リ ヤ パ
ネ ル １ ２ ｒ は 、 糸 ２ ４ と 糸 ３ ６ と の 間 の 部 分 に 弛 み が 残 っ た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 乗 員 が 正 規 位 置 に 居 る イ ン ポ ジ シ ョ ン 時 に お い て は 、 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ に 乗 員 が 突 っ
込 ん で く る 前 に 、 エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 第 ３ 図 の 状 態 か ら さ ら に 乗 員 側 へ 膨 張 す る 。 こ の 際
、 第 ４ 図 に 示 す よ う に 、 糸 ３ ６ に よ る 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ と の
結 合 が 破 断 し 、 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ に よ る 規 制 が 解 除 さ れ て 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２
ｆ が さ ら に 乗 員 側 に 膨 ら み 出 す 。 該 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ２ ｆ は 、 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ が
ピ ン と 張 っ た 状 態 に な る ま で リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ か ら 離 隔 す る 。 ま た 、 こ の 糸 ３ ６ に よ る 結
合 の 破 断 に よ り 、 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ に よ る 規 制 が 解 除 さ れ て リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ が さ
ら に 側 方 へ 展 開 す る 。 こ れ に よ り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ は 、 第 ５ 図 に 示 す よ う に 、 大 容 量 の 正
規 形 状 に ま で 膨 張 す る 。 こ の 場 合 、 蓋 部 材 ２ ０ に 連 な る テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ ， ４ ０ に は 弛 み
が 存 在 し て お り 、 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ は 蓋 部 材 ２ ０ に よ っ て 閉 鎖 さ れ た ま ま と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 こ の よ う に 膨 張 し た エ ア バ ッ グ １ ０ に 対 し 正 規 の 着 座 位 置 か ら 乗 員 が 突 っ 込 ん で き た 場
合 、 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ か ら エ ア バ ッ グ １ ０ の 内 部 の ガ ス が 流 出 し て 該 乗 員
に 加 え ら れ る 衝 撃 が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ［ ア ウ ト オ ブ ポ ジ シ ョ ン 時 の 作 動 ］
　 第 ７ 図 に 示 す よ う に 、 乗 員 が ス テ ア リ ン グ に も た れ 掛 る な ど し て 正 規 の 着 座 位 置 よ り も
前 方 に 位 置 し て い る 場 合 （ 以 下 、 こ の よ う な 場 合 を 「 ア ウ ト オ ブ ポ ジ シ ョ ン 時 」 と 称 す る
こ と が あ る 。 ） に 自 動 車 が 前 方 に 衝 突 し た 場 合 に は 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 第 ３ 図 の 状 態 に ま
で 膨 張 す る よ り も 早 い 段 階 に お い て 乗 員 が 膨 張 し つ つ あ る エ ア バ ッ グ １ ０ に 突 っ 込 ん で く
る 。 第 ６ ， ７ 図 は こ の と き の 状 態 （ 非 正 規 形 状 膨 張 状 態 ） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 第 ６ ， ７ 図 に 示 す 状 態 に あ っ て は 、 テ ザ ー ベ ル ト １ ４ ， ３ ８ は 弛 ん だ 状 態 と な っ て
お り 、 糸 ３ ６ に よ る 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ と の 結 合 は 解 除 さ れ な
い 。 こ の 場 合 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 と 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 と の 間 で
第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ が ピ ン と 張 っ た 状 態 と な り 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ に 所 定 値
を 超 え る 張 力 が 作 用 し 、 糸 ３ ４ に よ る 蓋 部 材 ２ ０ と 該 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 と
の 結 合 が 破 断 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ に よ り 、 該 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ に よ る 規 制 が 解 除 さ れ て 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ が
側 方 に 向 っ て 速 や か に 展 開 す る 。 ま た 、 該 蓋 部 材 ２ ０ が 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部
か ら 引 き 剥 が さ れ 、 該 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ が 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 結 果 、 エ ア バ ッ グ １ ０ が 乗 員 を 車 両 後 方 へ 押 し 除 け る よ う に 該 乗 員 側 へ 膨 張 す る こ
と な く 、 速 や か に 側 方 へ 向 っ て 大 き く 膨 張 す る よ う に な る と 共 に 、 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト
ホ ー ル １ ６ と 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ と の 双 方 か ら エ ア バ ッ グ １ ０ の 内 部 の ガ ス が 速 や か
に 流 出 す る よ う に な り 、 該 乗 員 に 加 え ら れ る 衝 撃 を 十 分 に 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、
エ ア バ ッ グ １ ０ が 乗 員 を 車 両 後 方 に 向 っ て 押 圧 す る 力 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ［ 別 態 様 の 説 明 ］
　 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ は 、 エ ア バ ッ グ １ ０
の リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 上 部 の 左 右 方 向 中 間 附 近 （ 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ ， １ ６
同 士 の 間 ） と 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 下 部 の 左 右 方 向 中 間 附 近 と に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い
る が 、 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル の 個 数 及 び 配 置 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 こ
の 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル の 他 の 構 成 例 を 第 ８ 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 第 ８ 図
（ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル の 他 の 構 成 例 を 示 す エ ア バ ッ
グ の リ ヤ パ ネ ル 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ８ 図 （ ａ ） の エ ア バ ッ グ １ ０ Ａ に お い て は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １
８ は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 上 部 の 左 右 方 向 中 間 附 近 （ 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ ，
１ ６ 同 士 の 間 ） に １ 個 だ け 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 第 ８ 図 （ ｂ ） の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｂ に お い て は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １
８ は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 左 半 側 の 上 下 方 向 中 間 附 近 と 右 半 側 の 上 下 方 向 中 間 附 近 と に そ
れ ぞ れ １ 個 ず つ 、 計 ２ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 第 ８ 図 （ ｃ ） の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｃ に お い て は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １
８ は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 上 部 の 左 右 方 向 中 間 附 近 （ 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ ，
１ ６ 同 士 の 間 ） 、 左 下 部 及 び 右 下 部 に そ れ ぞ れ １ 個 ず つ 、 計 ３ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 第 ８ 図 （ ｄ ） の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｄ に お い て は 、 膨 張 形 状 応 動 型 の 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １
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８ は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 上 部 の 左 右 方 向 中 間 附 近 （ 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ ，
１ ６ 同 士 の 間 ） 、 下 部 の 左 右 方 向 中 間 附 近 、 左 部 の 上 下 方 向 中 間 附 近 及 び 右 部 の 上 下 方 向
中 間 附 近 に そ れ ぞ れ １ 個 ず つ 、 計 ４ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 第 ８ 図 （ ａ ） ～ （ ｄ ） に お い て 、 第 １ ～ ７ 図 と 同 一 符 号 は 同 一 部 分 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ れ ら の エ ア バ ッ グ １ ０ Ａ ～ １ ０ Ｄ も 、 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き （ イ ン ポ ジ シ ョ ン 時 ）
に は 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ は 閉 鎖 さ れ た ま ま と さ れ 、 第 ６ ， ７ 図 の 如 き ア ウ ト オ ブ ポ ジ
シ ョ ン 時 に 膨 張 す る と き に は 蓋 部 材 ２ ０ が 引 き 剥 さ れ 、 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ が 開 放 す
る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 蓋 部 材 ２ ０ を 第 ２ の ベ ン ト ホ ー ル １ ８ の 周 縁 部 に 縫 着 す る 糸 ３ ４ と
、 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト １ ４ と 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と の 先 端 部 同 士 を 耳 状 片 ２ ４ に 縫 着
す る 糸 ２ ６ と 、 該 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト ３ ８ と 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ と の 境 界 部 （ 基 端 部
同 士 ） を リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 に 縫 着 す る 糸 ３ ６ と は 同 一 の 材 質 よ り な る こ と が 好
ま し い 。 こ れ は 、 各 糸 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ が 同 一 の 材 質 よ り な れ ば 、 経 時 劣 化 等 に よ り 各 糸
２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ の 破 断 強 度 が 低 下 し て も 、 各 々 の 相 対 的 な 破 断 強 度 の 大 小 の 序 列 は 変 化
し な い た め で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 記 の 実 施 の 形 態 で は 、 第 ９ 図 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 糸 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ と し て 、 同 一
材 料 よ り な り 、 太 さ や 破 断 強 度 等 の 規 格 が 同 一 と な っ て い る 糸 を 用 い 、 （ 糸 ２ ６ の 縫 目 の
本 数 ） ＞ （ 糸 ３ ６ の 縫 目 の 本 数 ） ＞ （ 糸 ３ ４ の 縫 目 の 本 数 ） と す る こ と に よ り 、 （ 糸 ２ ６
に よ る 結 合 強 さ ） ＞ （ 糸 ３ ６ に よ る 結 合 強 さ ） ＞ （ 糸 ３ ４ に よ る 結 合 強 さ ） と な る よ う 構
成 し て い る が 、 こ れ 以 外 に も 、 例 え ば 、 第 ９ 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 糸 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６
と し て 、 同 一 材 料 よ り な る も の で あ る が 、 （ 糸 ２ ６ の 太 さ ） ＞ （ 糸 ３ ６ の 太 さ ） ＞ （ 糸 ３
４ の 太 さ ） と な る ３ 種 の 糸 を 用 い る こ と に よ り 、 （ 糸 ２ ６ に よ る 結 合 強 さ ） ＞ （ 糸 ３ ６ に
よ る 結 合 強 さ ） ＞ （ 糸 ３ ４ に よ る 結 合 強 さ ） と な る よ う 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 第 ９ 図 （
ｂ ） に 示 す よ う に 、 糸 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ と し て 、 同 一 材 料 よ り な り 、 太 さ や 破 断 強 度 等 の
規 格 が 同 一 と な っ て い る 糸 を 用 い 、 （ 糸 ２ ６ の 縫 い 付 け ピ ッ チ ） ＞ （ 糸 ３ ６ の 縫 い 付 け ピ
ッ チ ） ＞ （ 糸 ３ ４ の 縫 い 付 け ピ ッ チ ） と な る よ う に 糸 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ を そ れ ぞ れ 縫 い 付
け る こ と に よ り 、 （ 糸 ２ ６ に よ る 結 合 強 さ ） ＞ （ 糸 ３ ６ に よ る 結 合 強 さ ） ＞ （ 糸 ３ ４ に よ
る 結 合 強 さ ） と な る よ う 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 １ ０ 図 は 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る エ ア バ ッ グ の リ ヤ パ ネ ル 側 の 平 面 図 、 第 １ １
図 は こ の エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る 途 中 （ 第 １ 段 階 ） の 状 態 を 示 す 第 １ ０ 図 の XI－
XI線 に 沿 う 断 面 図 、 第 １ ２ 図 は エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る 途 中 （ 第 ２ 段 階 ） の 状 態
を 示 す 第 １ １ 図 と 同 様 部 分 の 断 面 図 、 第 １ ３ 図 は エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す る と き
の 第 １ １ 図 と 同 様 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ に は 、 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ が 正 規 形 状 に 膨 張 す
る と き に は 蓋 部 材 ２ ０ Ａ に よ っ て 覆 わ れ て お り 、 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 す
る と き に は 全 開 状 態 と さ れ る 、 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル （ 以 下 、 「 大 ベ ン ト ホ ー ル 」
と 称 す る こ と が あ る 。 ） １ ８ Ａ の み が 設 け ら れ て い る 。 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ に は 常 開 型 ベ ン
ト ホ ー ル は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ ０ 図 に 示 す よ う に 、 該 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ は 、 リ ヤ パ ネ ル
１ ２ ｒ の 左 斜 め 上 部 及 び 右 斜 め 上 部 に そ れ ぞ れ １ 個 ず つ 、 計 ２ 個 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 蓋 部 材 ２ ０ Ａ は 、 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の 膨 張 形 状 に 関 わ ら ず 常 時 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の 内 外
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を 連 結 す る 、 該 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ よ り も 小 開 口 面 積 の 小 ベ ン ト ホ ー ル １ ６ Ａ （ 前 述 の
第 １ ～ ７ 図 の 実 施 の 形 態 に お け る 常 開 型 の 第 １ の ベ ン ト ホ ー ル １ ６ に 相 当 す る も の 。 ） が
設 け ら れ て い る 他 は 、 前 記 蓋 部 材 ２ ０ と 同 一 の 構 成 の も の と な っ て い る 。 （ 即 ち 、 こ の 実
施 の 形 態 で も 、 該 蓋 部 材 ２ ０ Ａ は 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ と 一 続 き と な っ て い る 。 ）
　 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の そ の 他 の 構 成 及 び こ の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ を 備 え た 運 転 席 用 エ ア
バ ッ グ 装 置 の 構 成 は 前 述 の 第 １ ～ ７ 図 の 実 施 の 形 態 と 同 様 と な っ て お り 、 第 １ ０ ～ １ ３ 図
に お い て 、 第 １ ～ ７ 図 と 同 一 符 号 は 同 一 部 分 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 次 に 、 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ を 備 え た エ ア バ ッ グ 装 置 の 作 動 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の イ ン ポ ジ シ ョ ン 時 の 膨 張 動 作 は エ ア バ ッ グ １ ０ と 同 一 で あ る 。
第 １ １ 図 は こ の イ ン ポ ジ シ ョ ン 時 の 膨 張 途 中 図 で あ り 、 テ ザ ー ベ ル ト １ ４ が ピ ン と 張 っ て
い る 。 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ は 、 こ の 後 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 弛 み が 無 く な る ま で 側 方 に 膨 張
し 、 膨 張 完 了 状 態 と な る 。 こ の 膨 張 完 了 状 態 に お い て も 、 蓋 部 材 ２ ０ Ａ は 大 ベ ン ト ホ ー ル
１ ８ Ａ に 被 さ っ た ま ま で あ り 、 小 ベ ン ト ホ ー ル １ ６ Ａ の み に よ っ て エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ 内 外
が 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 膨 張 し た エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ に 対 し イ ン ポ ジ シ ョ ン の 乗 員 が 突 っ 込 ん で き た 場 合 、 常 開 型
の 小 ベ ン ト ホ ー ル １ ６ Ａ か ら エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の 内 部 の ガ ス が 流 出 し て 該 乗 員 に 加 え ら れ
る 衝 撃 が 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ア ウ ト オ ブ ポ ジ シ ョ ン 時 に お い て 、 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ が 第 １ １ 図 の 状 態 と な る よ り も 早
い 段 階 に お い て 乗 員 が こ の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ に 突 っ 込 ん で き た 場 合 に は 、 エ ア バ ッ グ １ ０
Ｅ は 、 そ れ 以 降 、 第 １ ３ 図 の 如 く 側 方 へ 向 っ て 膨 張 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の 第 １ ３ 図 に あ っ て は 、 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 中 央 附 近 と 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ の 周 縁
部 と の 間 で 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ が ピ ン と 張 る 。 そ し て 、 糸 ３ ４ に よ る 蓋 部 材 ２ ０ Ａ と
該 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ の 周 縁 部 と の 結 合 が 破 断 し 、 該 リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ が 側 方 に 向 っ て
速 や か に 展 開 す る 。 ま た 、 該 蓋 部 材 ２ ０ Ａ が 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト ４ ０ に よ っ て リ ヤ パ ネ ル
１ ２ ｒ の 中 央 側 に 引 張 ら れ て 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ の 周 縁 部 か ら 引 き 剥 が さ れ 、 該 大 ベ ン
ト ホ ー ル １ ８ Ａ が 全 開 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ に あ っ て も 、 こ の よ う に 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た 場 合 に は 小 ベ ン ト
ホ ー ル １ ６ Ａ よ り も 大 開 口 面 積 の 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ が 全 開 状 態 と な る た め 、 こ の 大 ベ
ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ か ら エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の 内 部 の ガ ス が 速 や か に 流 出 す る よ う に な り 、 該
乗 員 に 加 え ら れ る 衝 撃 を 十 分 に 吸 収 す る こ と が で き る 。 ま た 、 車 両 後 方 へ の 押 圧 力 が 軽 減
さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 エ ア バ ッ グ １ ０ Ｅ の リ ヤ パ ネ ル １ ２ ｒ の 左 斜 め 上 部 及 び 右
斜 め 上 部 に そ れ ぞ れ １ 個 ず つ 、 計 ２ 個 の 円 形 の 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ が 設 け ら れ て い る が
、 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ の 個 数 、 配 置 及 び 形 状 等 の 構 成 は こ れ に 限 ら れ る も の で は な い 。
ま た 、 小 ベ ン ト ホ ー ル １ ６ Ａ の 個 数 、 配 置 及 び 形 状 等 の 構 成 も 、 図 示 以 外 の も の と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 大 ベ ン ト ホ ー ル １ ８ Ａ 及 び 小 ベ ン ト ホ ー ル １ ６ Ａ の 各 々 の
開 口 面 積 は エ ア バ ッ グ の 容 積 、 イ ン フ レ ー タ 出 力 等 に 応 じ て 適 宜 に 選 定 さ れ る も の で あ る
。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 上 記 の 各 実 施 の 形 態 は い ず れ も 本 発 明 の 一 例 を 示 す も の で あ り 、 本 発 明 は 上 記 の 各 実 施
の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 に 係 る エ ア バ ッ グ の リ ヤ パ ネ ル 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の II－ II線 に 沿 う 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の III－ III線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る 途 中 の 状 態 を 示 す 図 ３ と 同 様 部 分 の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ の エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き の 全 体 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き の 図 ３ と 同 様 部 分 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 １ の エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き の 全 体 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 膨 張 形 状 応 動 型 ベ ン ト ホ ー ル の 他 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 糸 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 別 の 実 施 の 形 態 に 係 る エ ア バ ッ グ の リ ヤ パ ネ ル 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ の XI－ XI線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ の エ ア バ ッ グ が 正 規 形 状 に 膨 張 す る 途 中 の 状 態 を 示 す 図 １ １ と 同 様 部 分
の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の エ ア バ ッ グ が 非 正 規 形 状 に 膨 張 し た と き の 図 １ １ と 同 様 部 分 の 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 １ 　 リ テ ー ナ
　 ２ 　 押 え リ ン グ
　 ４ 　 イ ン フ レ ー タ
　 １ ０ ， １ ０ Ａ ， １ ０ Ｂ ， １ ０ Ｃ ， １ ０ Ｄ ， １ ０ Ｅ 　 エ ア バ ッ グ
　 １ ２ 　 エ ア バ ッ グ 本 体
　 １ ４ 　 第 １ の テ ザ ー ベ ル ト
　 １ ６ 　 常 開 型 （ 第 １ の ） ベ ン ト ホ ー ル
　 １ ６ Ａ 　 小 ベ ン ト ホ ー ル
　 １ ８ 　 膨 張 形 状 応 動 型 （ 第 ２ の ） ベ ン ト ホ ー ル
　 １ ８ Ａ 　 大 ベ ン ト ホ ー ル
　 ２ ０ ， ２ ０ Ａ 　 蓋 部 材
　 ２ ６ ， ３ ４ ， ３ ６ 　 糸
　 ３ ８ 　 第 ２ の テ ザ ー ベ ル ト
　 ４ ０ 　 第 ３ の テ ザ ー ベ ル ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(16) JP 2005-297715 A 2005.10.27



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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